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と比較すると男性で 8 年、女性で 12 年という開きがあ
る。また、日常の食生活の積み重ねにより発症する生活






tracking 現象がしられており、青年期である 18 歳時点

































は卵類、魚介類、肉類、豆類の 4 食品群、2 群は乳類、
海藻類の 2 食品群、3 群は緑黄色野菜の 1 食品群、4 群
はその他の野菜の 1 食品群、5 群は穀類、いも類、砂糖
類の 3食品群、6群は種実類の 1食品群の合計 12食品群
とし、各群に含まれると思う栄養素名と栄養素（炭水化
物、脂質、たんぱく質、ビタミン A、ビタミン B１、ビタ





実施した。実施時期は平成 29 年 10 月で、授業内容で食
品や栄養素の講義をする前の週に実施した。対象者は本































カロテンやビタミン A としたものはあわせて 4.8％とご
くわずかであった。その他の野菜ではわからない 46.2％
であり緑黄色野菜と同様に複数のビタミン名の記入であ











































































 食品群 栄養素名 ％ 栄養素名 ％ 栄養素名 ％ 栄養素名 ％ 栄養素名 ％ 栄養素名 ％
卵類
　　　　　n=46
たんぱく質 60.5 わからない 27.9 炭水化物 7.0 脂質 4.6
魚介類
　     　 n=40













たんぱく質 63.0 脂質 17.4 わからない 15.2 鉄 4.4
豆類
      　　n=39



































カルシウム 80.9 わからない 12.8 たんぱく質 4.3 脂質 2.0
緑黄色野菜
      　 n=42
わからない 28.6 食物繊維 16.7 ビタミンB２ビタミン
14.3






      　　n=39













     　  n=48










     　　n＝40
炭水化物 61.5 わからない 17.9 食物繊維 12.8 たんぱく質 5.1 カリウム 2.7
いも類
     　  ｎ＝
42








     　　 ｎ=42










     　　 n=37




























































1)平成 29 年（2017）人口動態統計（確定数）の概況,  
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